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かながわ
紹介TOP

共
に
見
守
り
支
え
合
い

す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
茅
ヶ
崎

茅ヶ崎市長　佐藤　光

本
市
は
、神
奈
川
県
の
中
南
部
に
位
置
し
、

東
京
か
ら
西
に
50
㎞
あ
ま
り
、東
は
藤
沢
市
、

西
は
相
模
川
を
は
さ
ん
で
平
塚
市
、南
は
海

岸
線
約
６
㎞
に
及
ぶ
相
模
湾
、そ
し
て
北
は

寒
川
町
と
接
し
て
い
ま
す
。面
積
は
35
・
76

㎢
、東
西
６
･94
㎞
、南
北
７
･60
㎞
で
、周
囲

は
30
・
46
㎢
に
及
ん
で
い
ま
す
。気
候
も
四
季

を
通
じ
て
温
暖
で
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
か

ら
、明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
湘
南

の
別
荘
地
、保
養
地
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

春
か
ら
夏
に
か
け
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、サ
ザ
ン
ビ
ー
チ
に
は
海
水
浴
を
楽

し
む
人
々
、通
年
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
む

人
々
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
10
月
か
ら「
ま
だ
70
年
、こ
れ

か
ら
も
進
化
す
る
茅
ヶ
崎
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
進
め
て
き
た
、市
制
施
行
70
周
年
記
念
事

業
期
間
が
昨
年
９
月
を
も
っ
て
終
了
し
、10

月
１
日
の
71
回
目
の
市
制
記
念
日
か
ら
新
た

な
ス
テ
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
し
た
。１
９
４
７

年
10
月
、神
奈
川
県
下
で
８
番
目
の
市
と
し

て
市
制
を
施
行
し
て
以
来
、当
時
は
４
万
３

千
人
あ
ま
り
だ
っ
た
人
口
も
２
０
１
６
年
に

は
24
万
人
を
超
え
、湘
南
の
中
核
を
担
う
都

市
と
し
て
、多
く
の
方
々
の
英
知
と
努
力
に

よ
り
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。今

後
予
想
さ
れ
る
人
口
減
少
や
急
激
な
少
子
高

齢
化
な
ど
が
進
む
中
に
あ
っ
て
も
、子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の

方
々
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
の
実
現
に
向
け
て
力
を
そ
そ
い
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

昨
年
11
月
に
市
長
に
就
任
し
、前
市
長
が

進
め
て
き
た
施
策
の
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
、

継
承
を
基
本
と
し
な
が
ら
、変
え
る
べ
き
と

こ
ろ
は
変
え
、進
化
で
き
る
と
こ
ろ
は
進
化

さ
せ
、時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
施
策
の
展

開
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
つ
い
て
は
、「
茅
ヶ
崎
市
総
合
計

画
第
４
次
実
施
計
画
」に
位
置
付
け
た
事
務

事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、２
０
２
１
年
度
を

初
年
度
と
す
る
茅
ヶ
崎
市
次
期
総
合
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。子
育
て
支
援

で
は
小
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
、医
療
・
福

祉
・
保
健
で
は
国
保
直
営
診
療
施
設
で
あ
る

市
立
病
院
の
経
営
の
健
全
化
の
推
進
、健
康

寿
命
の
延
伸
の
取
り
組
み
、２
０
１
７
年
度

に
移
管
さ
れ
た
保
健
所
の
安
定
的
な
運
営
に

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
を
医
師
会
、歯

科
医
師
会
、薬
剤
師
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務

所
と
の
複
合
施
設
と
し
て
移
転
・
整
備
し
４

月
よ
り
供
用
開
始
し
、地
域
医
療
の
更
な
る

推
進
及
び
災
害
時
の
迅
速
な
医
療
救
護
活
動

の
充
実
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、本
市
の
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

は
、被
保
険
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
で
医
療
の
高
度
化
や
被
保
険
者
の
高
齢

化
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
一
人
当
た
り
の
医
療

費
は
年
々
増
え
、そ
の
結
果
保
険
料
は
増
加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、国
民
健
康
保
険
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
を
安
定
的
に
運
営
す
る
取

り
組
み
と
し
て
、医
療
費
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
や
保
険
料
の
収
納
率
向
上
な
ど
、

平
成
30
年
度
に
創
設
さ
れ
た
保
険
者
努
力
支

援
制
度
の
12
の
指
標
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

12
の
指
標
の
一
つ
を
達
成
し
、被
保
険
者
の

健
康
増
進
に
資
す
る
た
め
、特
定
健
康
診
査

受
診
者
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
提
供
事
業
を

試
行
的
に
実
施
し
、効
果
的
な
保
健
事
業
の

推
進
を
図
り
ま
す
。ま
た
、継
続
的
な
取
り
組

み
と
は
な
り
ま
す
が
、２
０
１
８
年
度
に
策

定
し
た
第
２
期
茅
ヶ
崎
市
国
民
健
康
保
険
デ

ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
基
づ
き
、医
師
会
と
の

連
携
に
よ
る
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指

導
の
受
診
率
と
実
施
率
の
向
上
、歯
科
医
師

会
・
市
立
病
院
・
保
健
所
と
共
同
で
毎
年「
健

康
フ
ェ
ス
タ
」と
称
し
、い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ

で
糖
尿
病
と
健
康
に
つ
い
て
学
ぶ
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
・
予
防
と

重
症
化
予
防
事
業
を
継
続
し
、健
康
増
進
の

推
進
に
よ
り
医
療
費
・
給
付
費
の
適
正
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

保
険
料
の
収
納
率
向
上
対
策
と
し
て
は
、

休
日
納
付
相
談
や
財
産
調
査
の
徹
底
及
び
滞

納
処
分
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、収
納
率
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、本
市
は
決
算

補
填
を
目
的
と
し
た
法
定
外
繰
入
は
解
消
さ

れ
て
お
り
、健
全
で
持
続
可
能
な
国
民
健
康

保
険
制
度
の
運
営
に
努
め
、引
き
続
き
適
正

な
歳
入
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
の
推
進
と
し
ま
し
て
、

保
健
事
業
の
介
護
予
防
事
業
と
の
一
体
的
実

施
の
具
体
の
対
応
や
、全
保
険
者
で
実
施
の

保
険
証
の
個
人
番
号
化
へ
の
本
格
対
応
の
取

り
組
み
に
入
り
ま
す
。

本
年
４
月
を
も
っ
て
平
成
が
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。新
た
な
時
代
を
迎
え
、今
後
も
持
続
的

に
発
展
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
で
あ
り
続

け
て
い
く
た
め
に
、経
済
、高
齢
化
社
会
、災

害
時
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で「
茅
ヶ
崎
が

も
つ
力
」を
発
揮
し「
す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
茅
ヶ
崎
」を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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■表紙の説明

相模の大凧まつり

江戸時代から伝わる伝統行事です。現在は市民の健康と福
祉、市の発展を祈り、端午の節句（5月 4日、５日）に開催
されます。
竹と和紙で作られた凧は、最も大きいもので８間（14.5ｍ）
四方の大きさがあり、毎年揚げている凧としては、日本一の
大きさを誇ります。
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相模原市　概　要 （平成 31年４月１日現在）

■人　口：721,910 人（男 361,069 人、女 360,841 人）
■世帯数：325,018 世帯
■面　積：328.91k㎡
■市の花：あじさい
■市の鳥：ひばり
■市の木：けやき

相模原市

★

リニア中央新幹線
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■
国
保
の
概
要
と
実
施
体
制

本
市
の
被
保
険
者
数
及
び
世
帯
数
は
平
成
31

年
３
月
末
現
在
で
、
15
万
９
６
６
１
人
、
10
万

４
０
４
９
世
帯
で
、
加
入
率
は
そ
れ
ぞ
れ
22
･

１
％
、
32
･０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、国
民
健
康
保
険
課
、３
区
役
所
の

区
民
課
に
加
え
、
14
か
所
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
、４
か
所
の
出
張
所
で
も
資
格
の
得
喪
、変

更
届
、被
保
険
者
証
の
交
付
が
行
え
る
な
ど
、市

民
の
利
便
性
を
考
慮
し
て
身
近
な
と
こ
ろ
で
国

民
健
康
保
険
に
関
す
る
手
続
き
が
行
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
賦
課
事
務
、
給
付
事
務
、
収
納
管
理

事
務
、保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、国
民
健
康
保
険

課
の
１
課
で
集
中
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
専

門
性
や
修
練
度
を
高
め
、
複
雑
な
案
件
へ
の
対

応
や
、事
務
改
善
、新
規
事
業
の
計
画
等
が
行
え

る
効
率
的
な
体
制
と
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
課
は
、保
健
事
業
、直
営
診
療

所
等
を
担
当
す
る
企
画
班
12
名
、給
付
班
13
名
、

賦
課
班
17
名
、収
納
班
22
名
の
職
員
の
ほ
か
、多

数
の
非
常
勤
職
員
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
健
指
導
は
市
保
健
所
の
保
健
師
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
専
門
性
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
効

果
的
な
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
保
険
財
政
の
状
況

平
成
31
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
事
業
勘
定
の
予
算
額
は
７
２
９
億
７
６
０
０

万
円
と
前
年
度
予
算
と
比
較
し
て
１
･４
％
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、加
入
者
数

が
減
少
し
保
険
税
収
入
は
減
少
傾
向
に
あ
る
一

方
で
、１
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は
医
療
技
術

の
高
度
化
な
ど
で
毎
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
、「
相
模
原
市
国
民
健
康
保
険
財
政

健
全
化
方
針
（
平
成
29
年
10
月
策
定
）」
に
基
づ

き
、
適
正
な
国
民
健
康
保
険
税
率
の
設
定
等
に

よ
り
、
平
成
28
年
度
に
29
億
円
あ
っ
た
決
算
補

填
等
を
目
的
と
し
た
法
定
外
繰
入
金
を
令
和
４

年
度
ま
で
の
５
年
間
で
段
階
的
に
解
消
す
る
ほ

か
、国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
率
の
向
上
、医
療

費
・
保
険
給
付
の
適
正
化
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

■
収
納
率
向
上
対
策
の
推
進

本
市
の
平
成
29
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
収

納
率
は
、現
年
度
分
が
89
･19
％
で
前
年
度
比
０
･

33
ポ
イ
ン
ト
の
向
上
、
滞
納
繰
越
分
が
13
・

09
％
で
前
年
度
比
０
･５
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
と
な

っ
て
お
り
、
現
年
度
の
収
納
率
は
県
内
最
下
位
、

滞
納
繰
越
分
は
県
内
30
位
と
い
う
状
況
で
す
。

収
納
率
向
上
対
策
と
し
て
、
納
付
忘
れ
が
少

な
く
収
納
率
の
高
い
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
利

用
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
平
成
30
年
３
月
か

ら
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

す
る
と
と
も
に
、
口
座
振
替
未
実
施
の
方
に
勧

奨
通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

●

国
　
　
保
　
●

■市の概要
相模原市は、首都圏南西部、神奈川県の北部に

位置する市です。
市の中央には相模川が横断し、東側には相模原

台地、西側には丹沢山地・秩父山地が広がってお
り、都市部の利便性の高さを持ちながらも、川や山
を身近に感じることができる自然豊かな市です。
市内には小惑星探査機「はやぶさ２」の研究開

発が行われた JAXA相模原キャンパスがあり、
「はやぶさ２」の原寸大模型やＭ-Ｖロケットの実
機が展示され、見学をすることができます。
また、令和９年開業目標のリニア中央新幹線駅

の設置を見据え、橋本駅・相模原駅周辺の地区を
一体的な「広域交流拠点」と位置づけ、既存の交通
網との乗換利便性の向上や、にぎわいの形成等を
図るなど、魅力のあるまちを目指しています。

国民健康保険課の様子 国民健康保険課窓口の様子及び受付システム画面
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ま
た
、
平
成
30
年
８
月
に
民
間
事
業
者
へ
の

委
託
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
初
期
滞
納
者
に
対
し
て
電
話
に
よ

る
納
付
勧
奨
等
の
架
電
業
務
を
行
う
と
と
も

に
、
市
民
か
ら
の
様
々
な
問
い
合
わ
せ
に
回
答

す
る
受
電
業
務
を
通
年
実
施
す
る
こ
と
で
、
職

員
の
電
話
応
対
業
務
の
負
担
を
低
減
さ
せ
、
財

産
調
査
、
滞
納
処
分
及
び
執
行
停
止
を
強
化
す

る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

収
納
率
の
向
上
に
は
、
資
格
の
適
正
化
も
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、居
住
実
態
調
査
や
、年
金

記
録
の
照
会
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
国
民
健

康
保
険
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
脱
退
勧
奨
も

実
施
し
、
総
合
的
な
収
納
率
向
上
対
策
の
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
。

■
特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
向
上
対
策
の
推
進

本
市
の
平
成
29
年
度
の
特
定
健
康
診
査
の
受

診
率
は
26
･６
％
で
前
年
度
比
０
･３
ポ
イ
ン
ト

向
上
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
「
相
模
原
市
国

民
健
康
保
険
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
及
び
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画（
平
成
30
年
３
月
策
定
）」に

定
め
た
目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
が
ん
検

診（
市
保
健
所
所
管
）の
受
診
券
と
一
体
化
し
た

受
診
券
を
年
度
当
初
に
対
象
者
に
一
斉
送
付
し

て
い
る
ほ
か
、
仕
事
等
で
平
日
の
受
診
が
難
し

い
被
保
険
者
に
対
し
て
は
、
が
ん
検
診
と
同
一

会
場
で
受
診
で
き
る
休
日
会
場
健
診
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

休
日
会
場
健
診
は
、
市
内
各
地
で
実
施
す
る

利
点
を
生
か
し
、
会
場
周
辺
の
対
象
者
に
ハ
ガ

キ
で
実
施
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
で
、
定
員
充

足
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
誕
生
月
を
迎
え
る

被
保
険
者
に
対
す
る
受
診
勧
奨
ハ
ガ
キ
の
送
付

や
、
国
民
健
康
保
険
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

受
診
勧
奨
の
実
施
に
加
え
、
市
医
師
会
と
協
力

し
、
か
か
り
つ
け
医
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
始
め

る
な
ど
、
受
診
率
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て

い
ま
す
。

■
介
護
保
険
の
状
況
と
実
施
体
制

本
市
の
介
護
保
険
第
１
号
被
保
険
者
数
は
、

18
万
１
６
６
７
人
、要
介
護
、要
支
援
認
定
者
数

は
３
万
１
３
０
７
人
で
高
齢
化
率
は
25
・６
％
、

認
定
率
は
16
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
平
成

31
年
３
月
分
介
護
保
険
事
業
状
況
報
告
数
値
）

ま
た
、平
成
31
年
度
の
介
護
給
付
費
は
、５
０

２
億
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
対
前
年
度
比
で
は

８
％
の
伸
び
と
な
り
ま
す
。

本
市
の
介
護
保
険
事
業
を
担
う
部
署
は
、計
画

の
策
定
等
を
所
管
す
る
高
齢
政
策
課
を
筆
頭
に
、

被
保
険
者
の
資
格
や
賦
課
、認
定
及
び
介
護
給
付

等
に
関
す
る
業
務
を
担
う
介
護
保
険
課
、介
護
予

防
事
業
等
を
実
施
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課

及
び
申
請
受
付
等
の
各
種
相
談
業
務
を
担
当
す

る
３
区
の
高
齢
者
相
談
課
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

●

介
　
　
護
　
●

相模原市庁舎と満開の桜 緑のラブレター／中央自動車道やJR中央本線
からも見える巨大野外アート

世界のロードレーサーが「相模原市」を駆け抜ける！
2020年東京オリンピック競技大会 自転車ロ

ードレース競技のコースが相模原市内に設定され
たことから、現在、競技や市内コ
ースをPRするための動画の放映な
どを通じて、機運醸成に取り組ん
でいます。　　「相模原チャンネル」▶

保険者

自　慢

新緑の津久井湖と城山
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本
市
の
高
齢
化
率
や
認
定
率
は
、全
国
平
均
よ

り
低
い
状
況
で
す
が
、団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
、急
激
に
上
昇

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、介
護
予
防
や
介

護
給
付
適
正
化
等
の
取
り
組
み
を
、介
護
保
険
事

業
を
所
管
す
る
部
署
が
連
携
し
て
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
笑
顔
と
交
流
の
場「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

本
市
で
は
、
高
齢
者
が
身
近
な
地
域
で
気
軽

に
介
護
予
防
に
取
り
組
め
る
よ
う
「
い
き
い
き

百
歳
体
操
」
の
団
体
の
育
成
･支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
体
操
は
、高
知
市
で
考
案
さ
れ
、体
力
に

合
わ
せ
て
重
り
の
負
荷
を
調
整
し
た
重
錘
バ
ン

ド
を
手
首
や
足
首
に
巻
き
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
映
像
を

見
な
が
ら
、１
回
30
分
、週
に
１
･２
回
程
度
、椅

子
に
座
っ
て
ゆ
っ
く
り
行
う
筋
力
向
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
、
無
理
な
く
気
軽
に
取
り
組
め
る
も

の
で
す
。

「
住
民
主
体
」に
主
眼
を
お
き
、住
民
が
主
体
的
に

団
体
を
立
ち
上
げ
、運
営
･交
流
し
、市
は
活
動
が
継

続
す
る
よ
う
後
方
支
援
に
徹
し
、比
較
的
元
気
な
方

が
よ
り
一
層
元
気
に
な
る
だ
け
で
な
く
、た
と
え
弱

っ
て
き
て
も
歩
い
て
通
え
る
場
が
あ
る
地
域
を
目

指
し
、
取
り
組
み
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、５
人
以
上
の
仲
間
を
集
め
、会

場
や
テ
レ
ビ
･Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
等
の
必
要

物
品
等
の
準
備
、
週
１
〜
２
回
の
活
動
が
で
き

る
団
体
を
支
援
の
対
象
と
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
重
錘

バ
ン
ド
を
貸
し
出
し
ま
す
。
３
か
月
の
試
行
期

間
は
、
定
期
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

職
等
の
体
操
指
導
と
体
力
測
定
を
行
い
、
そ
の

後
は
、
６
か
月
毎
に
訪
問
･支
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
百
歳
体
操
活
動
団
体
を
対
象
と
し
た
リ

ー
ダ
ー
養
成
研
修
や
団
体
交
流
会
の
開
催
、
百

歳
体
操
通
信
の
発
行
な
ど
活
動
の
継
続
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
か
ら
は
、「
杖
が
い
ら
な
く
な
っ
た
」

「
運
動
習
慣
が
つ
い
た
」
な
ど
運
動
で
得
ら
れ
る

効
果
や
、「
人
と
話
す
機
会
が
増
え
た
」「
友
人
･

知
人
が
で
き
た
」な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、口
コ
ミ

に
よ
り
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、週
１
回
の
継
続
的
な
交
流
に
よ
り
、団
体
の

中
で
役
割
を
持
ち
な
が
ら
、
メ
ン
バ
ー
で
旅
行

に
行
く
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う

な
ど
、新
た
な
役
割
、新
た
な
楽
し
み
を
見
つ
け

る
こ
と
で
、
体
だ
け
で
な
く
心
の
健
康
に
も
効

果
が
現
れ
て
お
り
、
お
互
い
が
支
え
あ
う
地
域

づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
よ
り
７
団
体
を
対
象
に
モ
デ
ル

事
業
を
開
始
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
高
齢
者

の
身
近
な
場
所
で
の
介
護
予
防
に
資
す
る
通
い

の
場
と
し
て
本
格
的
に
普
及
を
図
り
、３
年
が
経

過
し
た
平
成
31
年
３
月
末
現
在
で
、
２
１
８
団

体
、
３
６
６
０
人
の
方
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

い
き
い
き
百
歳
体
操
を
通
じ
て
、
高
齢
者
が
自

分
ら
し
く
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る

地
域
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

国保･介護
の

連絡先

いきいき百歳体操

●相模原市ホームページアドレス
http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/

●（国保）健康福祉局保険高齢部
国民健康保険課

TEL 042-704-8909（企画班）FAX 042-751-5444

●（介護）健康福祉局保険高齢部
介護保険課

TEL 042-769-8321（総務班）FAX 042-769-8323

介護保険課の様子
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大
和
市
は
神
奈
川
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、都
心
か
ら
40
㎞
圏
内
に
あ
り
ま
す
。

市
域
は
南
北
に
細
長
く
、丘
陵
起
伏
が
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。東
京
と
横
浜
を
結
ぶ
私

鉄
が
３
線
８
駅
、国
道
３
線
と
県
道
４
線
が

縦
横
に
走
り
、東
名
高
速
道
路
横
浜
町
田

イ
ン
タ
ー
や
海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
も
近

く
交
通
環
境
が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

人
口
密
度
は
県
内
で
２
番
目
に
高
く
都
市

化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、住
宅
地
と
古
く
か

ら
の
街
並
み
が
共
存
し
て
い
ま
す
。歴
史
を

感
じ
さ
せ
る
寺
社
や
河
川
沿
い
に
は
自
然

豊
か
な
田
園
風
景
を
残
し
て
い
ま
す
。

大
和
市
で
は
、誰
も
が
共
通
し
て
願
う

「
健
康
」こ
そ
、市
政
推
進
の
原
動
力
に
な

る
と
考
え
、「
健
康
都
市
 や
ま
と
」を
将
来

都
市
像
と
す
る「
健
康
都
市
 や
ま
と
総
合

計
画
」を
策
定
し
、２
０
１
９
年
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。都
市
の
構
成
要
素
で
あ
る

「
人
」、「
ま
ち
」、「
社
会
」を
健
康
の
視
点

で
捉
え
て
、そ
れ
ぞ
れ
を
良
好
な
状
態
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、市
民
生
活
の
向
上
を
図
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

文
化
創
造
拠
点
シ
リ
ウ
ス
は
、図
書
館
を

中
心
と
し
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー

ル
、大
和
こ
ど
も
の
国
の
ほ
か
、カ
フ
ェ
な
ど

の
商
業
施
設
も
取
り
込
ん
だ
複
合
施
設
で

す
。幅
広
い
年
齢
層
の
方
に
利
用
さ
れ
て
お

り
、市
民
の
居
場
所
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。大
和
市
で
は
、疾
病
予
防
や
健

康
づ
く
り
を
よ
り
多
く
の
方
に
普
及
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、シ
リ
ウ
ス
を
最
大
限
活

用
し
訪
れ
る
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
力
を

入
れ
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ウ
ス
の
４
階
に
は
、健
康
を
テ
ー
マ
と

し
た
蔵
書
を
集
め
、講
義
な
ど
を
行
え
る
健

康
テ
ラ
ス
を
常
設
し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
講
座
を
毎
日
行
い
、そ

の
う
ち
週
３
日
を
保
健
師・管
理
栄
養
士
が
生

活
習
慣
病
予
防
に
関
す
る
も
の
や
、季
節
ご
と

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
る
熱
中
症
、食
中
毒
、イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
様
々
な
内
容
で
実
施
し
て

い
ま
す
。ま
た
、神
奈
川
県
と
共
催
の
健
康
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
、企
業
の
専
門
家
を

招
い
て
講
座
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

健
康
度
見
え
る
化
コ
ー
ナ
ー
と
は
、
自

身
の
体
の
様
子
を
測
定
で
き
る
機
器
を
配

大和市

わがまちわがまち
健 康健 康

健康図書館につどい
育む健幸

けんこう

健康づくり推進課
保健師　河野 晴奈

交
通
機
関
が
充
実
し
、

住
み
や
す
い
ま
ち
　
や
ま
と

「
健
康
都
市
や
ま
と
」を

目
指
し
て

大
和
市
文
化
創
造
拠
点

シ
リ
ウ
ス

健
康
テ
ラ
ス
の
健
康
講
座

健
康
度
見
え
る
化
コ
ー
ナ
ー

測
定
器
を
使
用
し
た
健
康
づ
く
り

の
促
進
及
び
健
康
相
談
の
実
施



神奈川のこくほ・かいご●健康わがまち8

し
た
場
所
で
、
身
長
計
、
体
組
成
計
、
握

力
計
、
足
指
力
計
、
骨
健
康
度
測
定
器
、

電
動
血
圧
計
、
血
管
年
齢
測
定
器
、
脳
年

齢
測
定
器
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
測
定
器
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
シ
リ
ウ
ス
開
館
中
は

自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
利
用
者

自
身
が
定
期
的
に
測
定
し
、
生
活
習
慣
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

週
に
６
日
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

測
定
結
果
を
も
と
に
指
導
を
行
い
、
高
血

圧
や
肥
満
、
血
管
疾
患
、
骨
粗
し
ょ
う
症

な
ど
の
予
防
・
改
善
指
導
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
測
定
結
果
を
確
認
し
つ
つ
話
し
を

す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
改
善
す
べ
き
ポ

イ
ン
ト
の
意
識
付
け
が
し
や
す
い
で
す
。

ま
た
、
シ
リ
ウ
ス
は
若
い
利
用
者
も
多
い

こ
と
か
ら
女
性
に
多
い
貧
血
・
や
せ
な
ど

の
指
導
も
行
っ
て
お
り
、
幅
広
い
健
康
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ヤ
マ
ト
ン
健
康
ポ
イ
ン
ト
は
、市
民
の
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
し
て
、

そ
の
習
慣
化
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
始
し
ま
し
た
。健
康
づ
く
り
に
関
す
る
ポ

イ
ン
ト
対
象
事
業
に
参
加
し
、ポ
イ
ン
ト
を

貯
め
て
応
募
す
る
と
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
も
ら
え
ま
す
。

習
慣
化
支
援
は
、健
康
テ
ラ
ス
で
実
施
す

る
健
康
講
座
に
お
い
て
、参
加
者
自
ら
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
や
食
生
活
改
善
な
ど
の
目
標
を

た
て
、３
か
月
の
取
り
組
み
を
経
て
、専
門

職
と
一
緒
に
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。参
加

者
に
は
ヤ
マ
ト
ン
健
康
ポ
イ
ン
ト
が
付
与

さ
れ
ま
す
。参
加
者
一
人
で
は
継
続
が
難
し

い
目
標
も
、専
門
職
が
一
緒
に
評
価
を
す
る

形
で
取
り
組
み
を
支
援
し
、成
果
と
し
て
ポ

イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
で
や
る
気
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

大
和
市
で
は
地
域
の
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
自
治
会
連
絡
協
議
会
か
ら
推
薦
を

受
け
た
健
康
普
及
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

健
康
普
及
員
は
、専
門
職
と
と
も
に
健
康
度

見
え
る
化
コ
ー
ナ
ー
で
の
測
定
の
補
助
を
行

う
ほ
か
、自
分
た
ち
の
活
動
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。健
康
普
及
員
自
身
の
健
康
増
進
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、市
民
と
健
康
普
及
員
の

つ
な
が
り
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

他
事
業
と
比
較
し
、シ
リ
ウ
ス
で
行
う
イ
ベ

ン
ト
で
は
、男
性
の
参
加
人
数
が
多
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。リ
タ
イ
ア
後
の
男
性
は
地
域
交
流

な
ど
の
場
に
参
加
す
る
人
が
女
性
よ
り
も
少

な
い
た
め
、閉
じ
こ
も
り・孤
独
死
の
リ
ス
ク

が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、シ
リ
ウ
ス
に
来

る
こ
と
で
外
出
の
機
会
が
増
え
、ほ
か
の
参
加

者
と
仲
間
づ
く
り
が
で
き
て
い
ま
す
。ま
た
青

年
期
〜
壮
年
期
の
方
へ
の
保
健
指
導
は
介
入

の
き
っ
か
け
が
難
し
く
、希
望
が
あ
っ
た
と
き

の
み
に
留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、シ
リ
ウ
ス
開

館
後
は
子
ど
も
図
書
館
を
利
用
す
る
子
育
て

中
の
両
親
や
、学
習
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す
る
若

者
な
ど
、青
年
期
〜
壮
年
期
の
方
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
の
機
会
が
増
え
ま
し
た
。

健
康
に
つ
い
て
の
悩
み
や
心
配
事
を
専
門

職
に
相
談
す
る
た
め
に
出
か
け
る
人
は
少
な

い
も
の
で
す
。し
か
し
シ
リ
ウ
ス
で
は「
図
書

館
を
利
用
す
る
つ
い
で
に
聞
い
て
み
よ
う
」

「
ど
こ
で
誰
に
相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い

か
ら
聞
い
て
み
よ
う
」「
た
だ
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
」そ
う
い
っ
た
形
で
、相
談
を
受
け
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。一次
予
防
の
対
象
と
な

る
方
に
早
い
段
階
で
支
援
が
で
き
る
こ
と
は
、

市
民
が
集
う
場
に
専
門
職
が
出
向
い
て
い
る

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
複
合
施
設
で
の
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
、健
康
に
関
す
る
知
識
を
学
べ
る

環
境
で
、利
用
者
が
自
ら
学
習
す
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。ま
た
さ
ら
に
深
め
た
い
場

合
に
は
専
門
職
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
こ
と

が
シ
リ
ウ
ス
な
ら
で
は
の
強
み
で
す
。こ
れ
ら

の
強
み
を
生
か
し
健
康
都
市
や
ま
と
の
実
現

に
向
け
て
、保
健
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

健
康
普
及
員
に
よ
る

測
定
の
補
助
及
び
活
動
紹
介

図
書
館
を
活
用
し
た
健
康

づ
く
り
支
援
の
強
み

こ
れ
か
ら
の
大
和
市
の

保
健
活
動

ヤ
マ
ト
ン
健
康
ポ
イ
ン
ト
と

習
慣
化
支
援
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は
じ
め
に

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
定
期
指
導
の
実
施

に
あ
た
り
、
事
業
計
画
書
や
中
間
報
告
書

の
作
成
、
当
日
資
料
の
準
備
、
会
場
の
確

保
、関
係
者
と
の
日
程
調
整
な
ど
、ご
尽
力

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
町
村
、
国
民

健
康
保
険
組
合
並
び
に
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
の
皆
様
に
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
に
係
る
定
期
指
導
は
、
平
成
30
年
６

月
５
日
付
け
医
保
第
１
２
７
号
神
奈
川
県

健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
長
通
知
「
国
民

健
康
保
険
事
務
に
係
る
定
期
指
導
等
及
び

事
務
運
営
等
に
つ
い
て
」
に
よ
り
実
施
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
第
４
条
第

２
項
で
は
「
都
道
府
県
は
、
安
定
的
な
財

政
運
営
、
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業

の
効
率
的
な
実
施
の
確
保
そ
の
他
の
都
道

府
県
及
び
当
該
都
道
府
県
内
の
市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
な
運
営
に
つ

い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
す

る
。
」
と
さ
れ
、
県
の
市
町
村
に
対
す
る

定
期
指
導
は
、
そ
の
役
割
に
よ
り
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
条
第
５
項

に
よ
る
国
民
健
康
保
険
組
合
（
以
下
「
国

保
組
合
」
と
い
う
。
）
や
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会
（
以
下
「
国
保
連
」
と
い

う
。
）
に
対
す
る
指
導
及
び
助
言
と
同
様

に
、
基
本
的
に
は
、
従
前
の
定
期
指
導
と

同
様
の
考
え
方
に
基
づ
き
行
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。

平
成
30
年
度
の
定
期
指
導
は
、
市
町
村

に
お
い
て
は
実
地
検
査
又
は
書
面
検
査
を

概
ね
半
数
ず
つ
実
施
し
、
国
保
組
合
及
び

国
保
連
に
お
い
て
は
実
地
検
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
29
年
度
の
実
績
等
に
お
い

て
基
金
が
未
設
置
、
保
険
料
（
税
）
収
納
率

や
特
定
健
康
診
査
（
以
下
「
特
定
健
診
」
と

い
う
。）受
診
率
が
低
調
な
水
準
、或
い
は
、

平
成
29
年
度
の
定
期
指
導
に
お
い
て
複
数

の
改
善
事
項
が
あ
る
な
ど
、
事
業
運
営
上

早
期
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

保
険
者
に
対
し
て
は
、
特
別
定
期
指
導
を

実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

３
月
29
日
付
け
医
保
第
１
１
４
０
号
・

１
１
４
１
号
神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健

医
療
部
長
通
知
に
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
が
、こ
こ
に
、そ
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
ご
確

認
の
う
え
、
事
業
運
営
の
見
直
し
等
の
参

考
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
係
る

定
期
指
導
の
結
果
に
つ
い
て

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
医
療
保
険
課
国
保
指
導
グ
ル
ー
プ

1
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健
全
財
政
の
確
保
に
つ
い
て

国
保
財
政
に
係
る
定
期
指
導
に
つ
い
て

は
、
平
成
29
年
度
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
会
計
の
収
支
状
況
と
平
成
30
年
度
に
向

け
た
予
算
編
成
状
況
、
保
険
料
（
税
）
率
決

定
に
つ
い
て
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
決
算
に
お
け
る
収
支
差
額

に
つ
い
て
は
、
全
て
の
保
険
者
で
単
年
度

黒
字
を
計
上
し
、
そ
の
総
額
は
約
４
２
３

億
円
余
り
と
前
年
度
の
平
成
28
年
度
に
比

べ
81
億
円
、
23
％
増
え
ま
し
た
。
ま
た
、
市

町
村
に
お
け
る
決
算
補
填
等
目
的
の
一
般

会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
は
約
２
１
３
億

円
と
、
前
年
度
の
約
３
０
１
億
円
に
比
べ

88
億
円
、
29
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
決
算
補
填
等
目
的
外
の
法

定
外
繰
入
も
含
む
法
定
外
繰
入
を
除
い
た

市
町
村
の
決
算
収
支
差
額
は
、
前
年
度
の

45
億
円
の
赤
字
か
ら
71
億
円
の
黒
字
に
転

じ
、
赤
字
の
市
町
村
数
も
９
市
町
村
と
前

年
度
の
17
市
町
村
か
ら
大
幅
に
減
少
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
医
療
費
水
準
を
も
と
に

概
算
交
付
さ
れ
た
平
成
29
年
度
の
前
期
高

齢
者
交
付
金
が
多
額
と
な
っ
た
こ
と
や
、
保

険
給
付
費
等
の
伸
び
が
圧
縮
し
、
平
成
28
年

度
繰
越
金
が
多
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
平
成
29

年
度
に
お
け
る
特
別
な
事
情
が
あ
っ
た
と

は
い
え
、
財
政
の
健
全
化
は
確
実
に
進
ん
で

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

市
町
村
に
お
け
る
制
度
改
正
後
の
平
成

30
年
度
予
算
編
成
で
は
、多
く
の
市
町
村
に

お
い
て
、県
が
本
係
数
確
定
後
に
お
示
し
し

た
国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付
金
額
と
、そ

の
算
定
に
向
け
市
町
村
か
ら
県
に
提
供
さ

れ
た
保
険
給
付
費
等
見
込
み
額
に
基
づ
い

た
予
算
編
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、平
成
29
年
度
決
算
剰
余
額
が
多

額
に
見
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

急
激
な
保
険
料（
税
）負
担
増
を
考
慮
し
た

決
算
補
填
等
目
的
の
法
定
外
繰
入
の
計
画

的
段
階
的
な
縮
減
の
な
か
で
、多
く
の
市

町
村
に
お
い
て
保
険
料（
税
）率
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、保
険
料（
税
）率
の
決
定
に
お
い
て
、

県
の
示
す「
市
町
村
の
算
定
方
式
に
よ
る
標

準
保
険
料
率
」に
準
拠
し
た
市
町
村
が
あ
り

ま
し
た
が
、そ
う
し
た
市
町
村
に
お
い
て
も

「
被
保
険
者
所
得
」「
世
帯
数
」「
被
保
険
者

数
」「
収
納
率
」の
平
成
30
年
度
見
込
み
に
基

づ
き
保
険
料（
税
）収
納
額
を
算
定
し
、予
算

上
の
保
険
料（
税
）収
納
額
と
の
兼
ね
合
い
の

中
で
、最
終
的
な
保
険
料（
税
）率
を
決
定
す

る
な
ど
、適
正
な
保
険
料（
税
）率
の
決
定
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、一
部
の
市
町
村
で
は
、収
納
率

を「
実
績
収
納
率
」で
は
な
く
実
現
可
能
性

の
薄
い
過
大
な「
目
標
収
納
率
」を
置
く
な

ど
、
従
前
の
予
算
編
成
と
同
様
の
対
応
を

行
い
、収
支
悪
化
が
生
じ
て
い
ま
す
。平
成

30
年
度
決
算
を
踏
ま
え
、
新
制
度
に
対
応

し
た
予
算
編
成
、
保
険
料
（
税
）
率
の
決
定

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

基
金
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
で
は
平
成

29
年
度
末
に
適
正
な
額
で
造
成
さ
れ
、
国

保
組
合
で
は
法
令
基
準
を
満
た
し
て
い
る

か
検
査
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

基
金
に
つ
い
て
は
、平
成
29
年
度
末
に

お
い
て
、４
市
で
基
金
が
未
設
置
で
あ
り
、

基
金
を
設
置
し
て
い
る
市
町
村
で
も
４
市

町
に
お
い
て
１
０
０
万
円
未
満
で
、過
去

３
か
年
の
保
険
料（
税
）収
納
額
平
均
の

１
％
未
満
の
少
額
な
積
立
額
し
か
な
い
状

態
で
し
た
が
、基
金
未
設
置
の
４
市
の
う

ち
３
市
で
は
、平
成
30
年
度
に
基
金
を
設

置
、造
成
し
て
お
り
、改
善
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
、多
く
の
市
町
村
で
は
、保
険

給
付
費
リ
ス
ク（
保
険
給
付
費
等
の
増
）を

見
込
ん
で
予
算
編
成
を
行
う
こ
と
で
、
予

算
運
用
に
お
い
て
弾
力
性
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が
、平
成
30
年
度
か
ら
は
、保

険
給
付
費
等
交
付
金
普
通
交
付
金
の
創
設

に
よ
り
、
そ
う
し
た
運
用
が
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、「
保
険
料

（
税
）収
納
額
リ
ス
ク
に
備
え
る
」「
年
度
間

の
保
険
料
水
準
の
大
き
な
変
動
を
防
ぐ
」

と
い
う
基
金
の
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。

基
金
未
設
置
の
市
町
村
で
は
速
や
か
に

設
置
す
る
と
と
も
に
、
設
置
し
て
い
る
市

町
村
で
も
、
保
険
料
（
税
）
収
納
額
（
退
職

被
保
険
者
等
分
も
含
む
）
の
１
％
以
上
を

造
成
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、国
保
組
合
に
お
い
て
も
、引
き
続

き
、
特
別
積
立
金
及
び
給
付
費
等
支
払
準

備
金
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
法
施
行

令
第
19
条
及
び
第
20
条
に
定
め
る
額
を
積

み
立
て
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

2
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保
険
料（
税
）の
収
納
率
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
町
村
の
保
険
料（
税
）収
納
率
に
つ
い

て
は
、「
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方

針
」
に
お
い
て
規
模
別
目
標
収
納
率
を
定

め
、「
国
民
健
康
保
険
に
係
る
事
務
運
営
等

に
つ
い
て
」
で
も
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
は
、
現
年
分
収
納
率
の
平

成
29
年
度
実
績
が
、
規
模
別
目
標
収
納
率

を
下
回
り
、
市
町
村
に
お
い
て
下
位
３
位

以
下
で
あ
る
３
市
に
つ
い
て
文
書
指
導
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
内
市
町
村
に
お
け
る
保
険
料（
税
）の

現
年
分
平
均
収
納
率
は
、平
成
22
年
度
か
ら

上
昇
を
続
け
、平
成
29
年
度
は
93
･19
％
と

対
前
年
度
比
で
０
･43
ポ
イ
ン
ト
増
加
と
な

り
ま
し
た
が
、全
国
47
都
道
府
県
で
は
28
位

と
、平
成
28
年
度
の
27
位
か
ら
順
位
を
落
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
」

に
定
め
た
規
模
別
目
標
収
納
率（
全
国
上

位
３
割
以
内
）の
達
成
に
向
け
、財
産
調
査

に
は
じ
ま
る
効
率
的
・
効
果
的
な
滞
納
整

理
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、職
場
環
境
の

整
備
、滞
納
整
理
に
取
り
組
む
職
員
の
育

成
、意
欲
の
維
持
･向
上
に
努
め
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
県
で
は
、
引
き
続
き
、
国
保
連

と
共
同
で
徴
収
実
務
初
任
者
研
修
の
ほ

か
、
徴
収
実
務
者
中
堅
職
員
研
修
や
管
理

監
督
者
を
対
象
に
徴
収
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ト

ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

徴
収
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
市
町

村
で
は
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。医

療
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
は
、診
療
報
酬
明
細
書（
以

下
「
レ
セ
プ
ト
」
と
い
う
。）
点
検
事
務
に

つ
い
て
、
内
容
点
検
の
財
政
効
果
率
が
２

年
連
続
し
て
市
町
村
平
均
以
下
、
ま
た
は
、

国
保
組
合
平
均
の
４
分
の
３
以
下
の
保
険

者
及
び
平
成
30
年
度
に
お
い
て
レ
セ
プ
ト

点
検
の
集
団
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
３
市

７
町
、１
国
保
組
合
に
つ
い
て
、文
書
指
導

の
対
象
と
し
ま
し
た
。

対
象
と
な
っ
た
保
険
者
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
レ
セ
プ
ト
点
検
事
務
の
効
果
を
上

げ
る
た
め
に
、
点
検
内
容
や
点
検
事
務
の

進
捗
状
況
の
把
握
管
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
医
療
事
務
経
験
者
の
配
置
や
国
保
連

の
活
用
に
よ
る
事
務
処
理
体
制
の
整
備
な

ど
、
点
検
事
務
の
充
実
強
化
を
図
っ
て
く

だ
さ
い
。

平
成
31
年
４
月
か
ら
、
あ
ん
摩
鍼
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
施
術
療
養
費
に
つ
い
て
も
、
柔

道
整
復
師
施
術
療
養
費
と
同
様
に
、
受
領

委
任
制
度
が
本
格
実
施
さ
れ
、
受
領
契
約

に
基
づ
き
施
術
機
関
へ
の
厚
生
局
と
県
に

よ
る
指
導
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
が
、
請

求
疑
義
の
具
体
的
な
発
見
及
び
検
証
は
、

保
険
者
に
よ
る
複
数
月
点
検
や
患
者
調
査

に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
す
。

職
員
体
制
等
の
関
係
か
ら
患
者
調
査
後

の
確
認
作
業
等
が
行
え
て
い
な
い
保
険
者

も
見
ら
れ
ま
す
が
、今
後
、増
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
施
術
療
養
費
の
適
正
化
に

向
け
、
取
組
体
制
を
充
実
強
化
さ
れ
る
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
12
月
厚
生
労
働
省
通

知
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
に
係
る
求

償
事
務
の
取
組
強
化
に
つ
い
て
」
等
に
よ

り
、
第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い
て
は

取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
収
集

に
よ
る
発
見
と
届
出
勧
奨
、
被
害
届
届
出

励
行
と
被
害
届
届
出
義
務
の
周
知
な
ど
、

求
償
事
務
に
係
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

保
健
事
業
の
充
実
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

特
定
健
診
の
受
診
率
は
、平
成
29
年
度
の

県
内
全
体
で
28・２
％
と
昨
年
度
か
ら
０・５

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
が
、特
定
保
健
指

導
の
終
了
率
は
９・９
％
と
０・６
ポ
イ
ン
ト
下

降
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、平
成
30
年
度
は
、県
内
全
体
と
し

て
改
善
を
図
る
観
点
か
ら
、特
定
健
診
受
診

率
に
つい
て
は
、市
町
村
平
均
27・４
％
未
満
の

市
町
村
と
国
保
組
合
平
均
42・２
％
未
満
の

国
保
組
合
を
、ま
た
、特
定
保
健
指
導
の
終

了
率
が
市
町
村
平
均
10・９
％
未
満
の
市
町

村
と
国
保
組
合
平
均
２・６
％
未
満
の
国
保

組
合
を
文
書
指
導
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

保
険
者
努
力
支
援
交
付
金
で
は
、「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
」「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
及
び
予
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備
群
の
減
少
率
」
が
評
価
指
標
と
さ
れ
ま

し
た
が
、
平
成
31
年
度
保
険
者
努
力
支
援

制
度（
都
道
府
県
分
）に
お
け
る
都
道
府
県

市
町
村
平
均
順
位（
平
成
28
年
度
実
績
）で

み
る
と
、
神
奈
川
県
は
特
定
健
診
受
診
率

45
位
（
前
年
度
に
比
べ
１
位
後
退
）、
特
定

保
健
指
導
実
施
率
47
位
（
前
年
度
と
同
順

位
）
と
全
国
的
に
も
低
い
水
準
と
な
っ
て

い
ま
す
。

保
険
者
努
力
支
援
制
度
は
、
平
成
30
年

度
か
ら
の
公
費
拡
充
策
の
大
き
な
柱
で
あ

り
、国
保
財
政
の
基
盤
強
化
の
た
め
、獲
得

に
向
け
た
対
策
を
と
る
こ
と
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

実
施
率
向
上
に
向
け
、
県
や
国
保
連
で

行
っ
て
い
る
情
報
交
換
会
や
各
種
研
修
、

相
談
事
業
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
保

険
給
付
費
等
交
付
金
特
別
交
付
金
（
都
道

府
県
繰
入
分
）の
評
価
項
目
に
あ
る「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
受
診
率
・
実
施

率
向
上
に
向
け
た
取
組
例
」
な
ど
も
参
考

に
し
な
が
ら
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、対
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、国

特
別
調
整
交
付
金（
保
健
事
業
分
）を
積
極

的
に
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

県
と
し
て
、
平
成
30
年
度
に
「
県
医
師

会
・
医
療
機
関
と
連
携
し
た
特
定
健
診
実

施
率
向
上
支
援
事
業
」と
し
て
、か
か
り
つ

け
医
か
ら
患
者
に
働
き
か
け
る
た
め
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
配
布
を
行
い
ま
し

た
が
、特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
に
は
、医

療
機
関
と
の
連
携
が
特
に
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、各
市
町
村
に
お
か
れ
て
は
、特
定

健
診
等
の
実
施
率
の
向
上
に
向
け
、
郡
市

医
師
会
と
の
情
報
交
換
、
連
携
を
重
視
し

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
医
療
機
関
受
診

者
の
同
意
に
基
づ
く
受
診
時
検
査
結
果
デ

ー
タ
の
入
手
な
ど
、
医
療
機
関
の
受
診
を

理
由
と
す
る
特
定
健
診
未
受
診
者
に
対
す

る
対
策
の
強
化
を
進
め
る
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
に

つ
い
て

国
保
連
に
対
し
て
は
、「
事
務
処
理
体

制
」「
審
査
支
払
事
務
」「
国
民
健
康
保
険
事

業
支
援
業
務
」「
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
支

援
」「
介
護
保
険
事
業
支
援
」
な
ど
の
視
点

か
ら
、県
高
齢
福
祉
課
と
共
同
し
て
、２
日

間
に
わ
た
り
検
査
を
行
い
、
必
要
な
助
言

指
導
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

国
保
連
の
設
立
目
的
で
も
あ
る
診
療
報

酬
審
査
支
払
事
務
に
つ
い
て
充
実
強
化
を

図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
民
健
康
保
険

財
政
の
安
定
化
に
向
け
、
保
険
者
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら
、
医
療
費
適
正
化
を
は

じ
め
と
す
る
保
険
者
機
能
の
強
化
と
保
険

者
事
務
の
効
率
化
及
び
負
担
軽
減
に
向
け

た
積
極
的
か
つ
多
面
的
な
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。最

後
に

平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
革
で
は
、
国

民
健
康
保
険
制
度
の
財
政
基
盤
の
確
立
に

向
け
、
公
費
拡
充
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て

都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

る
新
た
な
仕
組
み
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
定
期
指
導
で
は
、
制
度

改
革
後
の
国
民
健
康
保
険
事
業
が
円
滑
に

行
わ
れ
て
い
る
か
、
財
政
運
営
面
を
中
心

に
検
査
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
予

算
編
成
や
保
険
料
（
税
）
率
の
決
定
、
保
険

給
付
費
等
交
付
金
普
通
交
付
金
の
請
求
収

受
、国
保
事
業
費
納
付
金
の
納
付
、情
報
集

約
シ
ス
テ
ム
の
運
用
、
世
帯
継
続
性
判
断

に
基
づ
く
高
額
療
養
費
の
支
給
な
ど
、
制

度
改
革
に
伴
い
新
た
に
生
じ
た
事
務
は
、

全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
概
ね
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

制
度
改
革
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
、
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
市
町
村
、
国
保
連
の
ご

担
当
者
の
皆
様
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

今
回
の
制
度
改
革
後
、
国
保
組
合
も
含

め
、医
療
費
適
正
化
対
策
、保
健
事
業
の
強

化
充
実
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
を
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く
た
め
の
最
重
要

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。県
と
し
て
も
、保

険
者
努
力
支
援
制
度
交
付
金
等
の
獲
得
も

含
め
、保
険
者
に
対
す
る
支
援
、助
言
・
指

導
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
保
険
者

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
体
制
の
構
築
も
含

め
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、国
保
連
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、保

有
す
る
情
報
・
技
術
、
人
的
資
源
を
活
用

し
て
い
た
だ
き
、
保
険
者
に
対
す
る
支
援

を
強
化
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
あ
わ

せ
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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医
療
の
在
り
方
の
地
域
差

医
療
の
在
り
方
は
地
域
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
る
。

今
は
、医
療
も
標
準
化
が
進
み
、急
性

期
医
療
で
は
標
準
的
医
療
の
考
え
方
が

普
及
し
た
。そ
れ
で
も
、療
養
病
床
の
数

に
大
き
な
偏
り
が
あ
る
よ
う
に
、
医
師

数
や
病
院
数
を
は
じ
め
、
地
域
で
大
き

な
差
が
あ
る
。で
は
、病
院
の
数
が
多
い

と
こ
ろ
は
医
療
が
充
実
し
て
い
る
か
と

言
え
ば
、
そ
う
と
も
言
え
な
い
。

今
後
の
医
療
を
ど
う
考
え
て
い
く

か
。
２
０
１
３
年
８
月
に
出
さ
れ
た
社

会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の
報
告
書

で
は
、
医
療
の
制
度
改
革
の
み
な
ら
ず
、

特
に「
医
療
の
在
り
方
」と
い
う
論
点
に

つ
い
て
１
節
を
設
け
、
提
言
を
行
っ
て

い
る
。こ
の
報
告
書
で
は
、「
治
す
医
療
か

ら
、
治
し
・
支
え
る
医
療
へ
」
と
い
う
象

徴
的
な
フ
レ
ー
ズ
が
特
に
有
名
だ
が
、そ

れ
以
外
に
も
、「
Ｑ
Ｏ
Ｄ（
ク
ォ
リ
テ
ィ
・

オ
ブ
・
デ
ス
）
を
高
め
る
医
療
」
と
か
、

「
病
院
完
結
型
の
医
療
か
ら
地
域
完
結
型

の
医
療
へ
」、あ
る
い
は
、人
生
の
最
終
段

階
に
お
け
る
医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

「
国
民
的
な
合
意
を
形
成
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
、
高
齢

者
が
病
院
外
で
診
療
や
介
護
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く

必
要
」と
い
う
文
言
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。こ
の
よ
う
な
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
し

た
医
療
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

は
、
地
域
差
が
見
え
に
く
い
。
ま
た
、
ど

こ
で
、ど
う
や
っ
た
ら
在
宅
医
療
が
で
き

る
の
か
、そ
の
情
報
も
ま
だ
十
分
と
は
言

え
な
い
。

在
宅
看
取
り
率
の
マ
ッ
プ
か
ら

見
る
北
海
道

そ
う
い
う
状
況
の
中
、
一
石
を
投
じ

た
の
が
市
町
村
別
の
在
宅
看
取
り
率
の

マ
ッ
プ
で
あ
っ
た
。
２
０
１
１
年
の
人

口
動
態
調
査
死
亡
票
を
も
と
に
、
自
宅

等
で
の
死
亡
割
合
（
概
ね
病
院
以
外
で

の
死
亡
率
）を
算
出
し
、マ
ッ
プ
に
し
た

も
の
だ
っ
た
（
太
田
秀
樹
・
長
島
洋
介

各
氏
が
作
成
し
た
も
の
）。
こ
の
マ
ッ
プ

で
は
、
在
宅
看
取
り
率
を
濃
い
青
か
ら

薄
い
青
で
表
現
し
、
濃
い
部
分
は
率
が

高
く
、
一
目
で
濃
淡
の
状
況
が
分
か
る
。

私
が
注
目
し
た
の
は
、
か
つ
て
赴
任
し

た
北
海
道
で
あ
る
。北
海
道
は
、積
雪
寒

冷
の
地
で
あ
り
、
病
院
病
床
も
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
の
施
設
も
多
い
傾
向
に
あ

る
。し
か
し
、介
護
保
険
制
度
導
入
を
機

医
療
の
地
域
性
を
考
え
る厚

生
労
働
省
　
政
策
参
与
　
武
田
俊
彦
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に
在
宅
医
療
に
も
力
を
入
れ
、
北
海
道

と
北
海
道
医
師
会
、
北
海
道
看
護
協
会

な
ど
が
協
力
し
て
訪
問
看
護
の
た
め
の

北
海
道
総
合
在
宅
ケ
ア
事
業
団
を
立
ち

上
げ
る
な
ど
、
先
駆
的
取
り
組
み
も
進

め
ら
れ
て
き
た
。
マ
ッ
プ
か
ら
見
え
た

姿
は
、
北
海
道
は
全
体
と
し
て
在
宅
看

取
り
率
は
低
い
こ
と
、し
か
し
、一
部
の

市
町
村
で
は
高
い
率
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
、
高
い
市
町
村
と
低
い
市
町
村
が

隣
接
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
地
域

性
と
言
っ
て
も
二
次
医
療
圏
と
い
う
よ

り
は
市
町
村
単
位
で
の
差
が
大
き
い
と

言
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
た
。
こ
れ
は

ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。

数
字
の
後
ろ
に
あ
る

数
々
の
個
人
の
思
い

在
宅
看
取
り
率
が
高
い
市
町
村
の
一

つ
が
黒
松
内
町
で
あ
る
。私
は
こ
こ
で
福

祉
事
業
を
広
く
展
開
し
て
き
た
廣
瀬
理

事
長
に
手
紙
を
書
い
て
み
た
。し
ば
ら
く

経
っ
て
か
ら
、
返
事
が
来
た
。
こ
の
法
人

で
は
、初
期
の
頃
か
ら
老
人
保
健
施
設
を

設
置
し
て
い
た
が
、こ
こ
で
は
開
設
当
初

か
ら
看
取
り
は
施
設
で
、と
い
う
理
念
で

運
営
し
て
き
た
と
の
こ
と
、強
い
感
銘
を

受
け
た
。も
う
一
つ
の
市
町
村
が
南
富
良

野
町
で
あ
っ
た
。
私
は
、
か
つ
て
一
緒
に

働
い
た
こ
と
の
あ
る
職
員
に
電
話
を
か

け
た
が
、町
を
退
職
し
東
大
で
成
年
後
見

の
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
後
、

日
本
医
師
会
の
「
赤
ひ
げ
大
賞
」
に
南
富

良
野
町
の
開
業
医
が
選
ば
れ
た
こ
と
を

知
っ
た
。
や
は
り
、
人
の
力
が
大
き
い
の

か
。
さ
ら
に
夕
張
市
に
も
注
目
し
た
。
こ

こ
は
、市
の
財
政
破
綻
と
と
も
に
病
院
も

閉
鎖
さ
れ
、１
７
１
床
の
総
合
病
院
が
19

床
の
診
療
所
に
な
り
、在
宅
医
療
重
視
に

転
換
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。近
隣
市
町
村

と
異
な
り
、在
宅
看
取
り
の
実
績
が
上
が

っ
て
い
た
。

ど
の
話
も
、数
字
の
後
ろ
に
数
々
の
個

人
の
思
い
と
活
動
が
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
。こ
れ
が
国
保
の
世
界
で
も
あ

る
。
後
日
談
に
な
る
が
、
統
計
は
厚
生
労

働
省
が
集
計
・
公
表
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。厳
密
な
意
味
で
は
看
取
り
率
を
集
計

で
き
な
い
た
め
、今
は
、自
宅
死
の
割
合
、

老
人
ホ
ー
ム
死
の
割
合
、と
し
て
在
宅
医

療
の
サ
イ
ト
で
集
計
・
公
表
が
さ
れ
て

い
る
。正
確
で
最
新
の
数
字
は
こ
れ
に
よ

る
べ
き
で
、
順
位
も
入
れ
替
わ
っ
た
。
し

か
し
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ
の
古
い
デ
ー

タ
の
衝
撃
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。廣
瀬
理
事

長
も
そ
の
後
間
も
な
く
ご
逝
去
さ
れ
た

が
、
話
は
胸
に
残
っ
て
い
る
。

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社

【略　歴】
1983 年東京大学法学部卒業、厚生省入省。大蔵省主計局、ジェトロ・ニューヨーク事務所、北海道
庁への出向などを経て1999 年に大臣秘書官（丹羽雄哉厚生大臣）。2000 年に医政局企画官。以
後、主に医療分野を担当し、医政局経済課長、同政策医療課長や保険局国民健康保険課長、同総
務課長を歴任。その後社会保障担当参事官として社会保障・税一体改革を担当。2年間の総務省
出向（消防庁審議官）を経て、官房審議官（医療保険担当）、政策統括官（社会保障担当）、医薬・生
活衛生局長、医政局長。2018 年 7月退官。2018 年 11月、厚生労働省政策参与に就任。

【学会、委員等】
日本医療・病院管理学会、医療経済学会に所属。 日本医師会　医療政策会議委員

【共　著】
オバマ政権はアメリカをどのように変えたのか ― 支持連合・政策成果・中間選挙 吉野孝他
編著　東信堂 2010

【論文・寄稿】
•「医療・介護改革の羅針盤：シミュレーションの概要と診療・介護報酬改定の今後」 「病院」
第 71巻 第１１号（共著）
•「わが国にふさわしい「非営利ホールディングカンパニー」構想とは」 「病院」第73巻第8号
•「世代間格差論に対する考え方― 社会保障の教育推進に関する検討会資料から―」(上・下)
「週刊社会保障」No.2679, 2012 年 5月 28日、No.2680, 2012 年 6月 4日

【共同研究】
•NIRA 研究報告書　選べる広域連携～自治体による戦略的パートナー選択の時代へ
•NIRA 研究報告書　老いる都市と医療を再生する―まちなか集積医療の実現策の提示―

武田俊彦 たけだ　としひこ
■プロフィール
生年月日：1959年9月2日
出 身 地：岩手県

・厚生労働省　政策参与
・ボストン　コンサルティンググループ
シニアアドバイザー
・東京海上日動火災保険株式会社
顧問
・岩手医科大学　客員教授
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国保直診だより

シンポジウムの様子 茅ヶ崎市立病院長　望月孝俊 氏

■研究発表 （敬称略）
発　表　演　題 演　　者

1 当院におけるホルマリンの運用変更について
2 カードゲームを用いたACP：人生会議への取り組み
3 理想の女性病棟を目指して

4 タクティールケアの実践による効果
～認知症やせん妄をはじめとした様々な病態や訴えのある患者への実践～

5 当院におけるDuel Energy CT の有用性

6“大きさ”に着目したパーキンソン病に対するリハビリテーション
～LSVT BIG･LOUD～

大和市立病院 大﨑　香都
相模原市国保内郷診療所 土肥　直樹
平塚市民病院 石塚留美子

三浦市立病院 伊東千端子

小田原市立病院 稗田洋二郎

茅ヶ崎市立病院 木村　　勉

■シンポジウム （敬称略）
テーマ シンポジスト

１ DR（災害復旧）について（紙カルテから電子カルテに切り替えて） 大和市立病院 持永　隆行
２ 水害を想定した災害対応医療訓練 平塚市民病院 鈴木　宏明
３ 災害に伴う施設管理並びに医療情報システム障害に対する事例及び当院の取組 三浦市立病院 梅木　麗香
４ 災害時の夜間・休日対応可能な災害対策本部立ち上げツールの作成 小田原市立病院 村山ゆかり
５ 医療情報システム停止時における業務継続について 茅ヶ崎市立病院 髙橋　　武

５月25日（土）茅ヶ崎市コミュニティホール
で、国保直診関係者など約300名参加のもと、
第69回神奈川県国民健康保険団体連合会診療施
設部会研修会が開催された。
開催にあたり、茅ヶ崎市立病院長 望月孝俊

氏、主催者である診療施設部会長 五十嵐俊久
氏、本会常務理事 中田泰樹が挨拶し、来賓の茅
ヶ崎市長 佐藤光氏らが祝辞を述べた。研修会で
は、茅ヶ崎市立病院副院長 藤浪潔氏、同副看護
部長 山田直子氏を座長に６診療施設６題の研究
発表が行なわれた。

シンポジウムでは、メインテーマを『医療機
関のBCP ～事故被害からいかに早く立ち直るか
～』として、座長である茅ヶ崎市立病院長 望月
孝俊氏、同副看護部長 西村智子氏の進行によ
り、株式会社総合防災ソリューション顧問 佐藤
喜久二氏による基調講演「公立医療機関におけ
る業務継続体制構築上の考慮事項」が行われ、
続けて５診療施設５名のシンポジストがそれぞ
れの診療施設における様々な事故被害からの復
旧に関する取り組みの事例や課題を発表した。
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国保連発信

今年度１回目となる広報委員会を国保会館に
て開催した。２年任期となる委員の中で半数近
くの委員が異動により、新たに就任されたこと
もあり、改めて、前年度各保険者に対して行っ
た広報事業実施に関するアンケート調査の結果

とともに、前年度と今年度を比較し変更した点
について説明し、今年度の広報事業実施計画は
了承された。
続いて、６月末発刊予定の本会機関誌「神奈

川のこくほ・かいご」の企画編集について説
明、また、健康まつり等支援ポケットティッシ
ュ、保健事業PRリーフレット、被保険者証更新
PRポスター、保険料（税）収納率向上PRポスタ
ーについて、それぞれ事務局よりデザイン案を
提示し、協議のうえ決定した。ポスターの中
で、被保険者証更新PRポスターについては、県
内市町村において高齢受給者証との一体化が進
む中、一体化に関する内容も盛り込んだポスタ
ーを作成、今回の広報委員会でデザイン案を提
示し了承された。

国保総合システム国保共電に係る実務担当者
の説明会を、神奈川県総合医療会館にて31保険
者65名の参加で開催した。この説明会は、国保
担当部署の初任者を対象として実施するもの
で、はじめに国保総合システムの給付業務の全
体概要について説明し、続いて保険者サービス
系システムにおける各業務の運用として、資格
給付確認業務、高額療養費業務、高額介護合算
療養費業務、医療費通知書作成業務、ジェネリ

ック医薬品差額通知書作成業務等について個々
に担当者が説明するとともに、国保総合システ
ムの説明会の後、市町村保険者を対象に国保情
報集約システムにおける運用等として、システ
ム概要と操作方法についての説明も行った。
なお、本会情報管理部共同電算課では、この

説明会のフォローアップとして、希望のあった
保険者に訪問支援を実施する。
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国保連発信

神奈川県在宅保健師会「いちょうの会」総会及
び市町村保健師・在宅保健師合同研修会が横浜市
西地区センター西公会堂講堂にて開催された。
午前の総会では、大竹会長の進行のもと、平成

30年度事業実施報告、会計・監査報告、令和元年
度事業実施計画・予算（案）、令和元年度・２年度役
員改選について協議が行われ、事務局案のとおり
承認された。
午後の研修会では市町村保健師との合同で、慶

應義塾大学医学部 衛生学公衆衛生学教授 国立
循環器病研究センター 客員部長 岡村智教氏を
講師に招き、「脳卒中・循環器病に関する最新情報
とリアルワールドでの保健指導」をテーマにご講
演いただいた。働き盛り世代から高齢期における
基礎疾患の予防及び脳卒中・循環器病予防の重要
性を再認識することができ、生活習慣との関連な
ど、実践に活かせる保健指導を学ぶことができた
有意義な研修会となった。

研修会の様子

大竹会長 いちょうの会のみなさん

講師　岡村 智教 氏
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】

【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】

《２月診療分》（一般＋退職）

【保険者別受診率（一般＋退職）】

《３月診療分》（一般＋退職）

《４月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 33,078 454,772 18,849,444,670 569,848 9,397 1.65
入院外 1,388,351 2,067,169 19,740,405,750 14,219 9,841 69.21
歯　科 328,182 577,151 4,193,363,970 12,778 2,090 16.36

2,005,954 小　　　計 1,749,611 3,099,092 42,783,214,390 24,453 21,328 87.22
調　　　剤 1,009,949 1,177,320 11,059,901,080 10,951 5,514
訪 問 看 護 5,350 31,974 356,561,870 66,647 178
食事療養費 31,453 1,167,061 774,920,570 24,637 386
合　　　計 2,764,910 3,131,066 54,974,597,910 19,883 27,406

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 33,890 494,038 19,987,835,090 589,786 10,021 1.70
入院外 1,468,154 2,256,702 21,009,172,020 14,310 10,533 73.60
歯　科 351,960 637,936 4,596,702,390 13,060 2,304 17.64

1,994,675 小　　　計 1,854,004 3,388,676 45,593,709,500 24,592 22,858 92.95
調　　　剤 1,073,073 1,280,776 12,086,780,530 11,264 6,060
訪 問 看 護 5,566 35,506 395,931,170 71,134 198
食事療養費 32,089 1,265,289 840,175,640 26,183 421
合　　　計 2,932,643 3,424,182 58,916,596,840 20,090 29,537

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 32,769 473,907 19,386,126,940 591,600 9,756 1.65
入院外 1,433,721 2,214,408 20,983,849,990 14,636 10,560 72.15
歯　科 346,032 624,010 4,486,083,700 12,964 2,258 17.41

1,987,129 小　　　計 1,812,522 3,312,325 44,856,060,630 24,748 22,573 91.21
調　　　剤 1,050,698 1,265,528 12,339,352,680 11,744 6,210
訪 問 看 護 5,502 35,278 394,112,490 71,631 198
食事療養費 31,084 1,213,771 805,664,112 25,919 405
合　　　計 2,868,722 3,347,603 58,395,189,912 20,356 29,387

診
療
費

１人当たり費用額（円）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
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南
足
柄
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秦
野
市

三
浦
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逗
子
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茅
ヶ
崎
市

小
田
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藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
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相
模
原
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川
崎
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横
浜
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建
設
連
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国
保

建
設
業
国
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薬
剤
師
国
保
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大
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三
浦
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茅
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崎
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小
田
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国
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国保連発信

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 361,942 15,341,554,959 13,472,748,515 1,535,017,442 333,789,002
短 期 入 所 サ ー ビ ス 20,320 2,022,925,965 1,719,160,101 289,424,436 14,341,428
居 宅 療 養 管 理 指 導 134,360 1,073,658,360 940,346,329 107,934,434 25,377,597
地域密着型サービス 64,198 8,579,792,027 7,576,209,228 841,948,144 161,634,655
特定施設入居者生活介護 21,807 4,898,847,187 4,241,925,500 640,510,883 16,410,804
居　宅　介　護　支　援 197,859 2,630,204,253 2,630,204,253 0 20,830,182
施　設　サ　ー　ビ　ス 54,316 18,828,978,071 16,001,589,796 2,667,896,559 159,491,716
市 町 村 特 別 給 付 6 33,810 30,429 3,381 0

合　　　計 854,808 53,375,994,632 46,582,214,151 6,082,735,279 731,875,384

介護給付費統計 （平成31年2月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 362,015 15,115,092,795 13,296,936,610 1,487,511,479 330,644,706
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,814 1,935,471,279 1,645,400,086 276,901,089 13,170,104
居 宅 療 養 管 理 指 導 138,881 1,107,689,060 970,200,255 111,419,966 26,068,839
地域密着型サービス 63,946 8,209,421,815 7,248,828,544 813,350,593 147,242,678
特定施設入居者生活介護 21,764 4,441,331,214 3,845,342,274 581,226,238 14,762,702
居　宅　介　護　支　援 197,824 2,632,318,065 2,632,318,065 0 21,056,627
施　設　サ　ー　ビ　ス 54,359 17,138,127,192 14,569,348,664 2,423,567,689 145,210,839
市 町 村 特 別 給 付 10 54,330 48,897 5,433 0

合　　　計 858,613 50,579,505,750 44,208,423,395 5,693,982,487 698,156,495

（平成31年3月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円）
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 366,488 16,290,601,856 14,331,454,229 1,599,671,459 359,476,168
短 期 入 所 サ ー ビ ス 20,772 2,110,807,967 1,794,890,841 302,517,949 13,399,177
居 宅 療 養 管 理 指 導 140,117 1,126,632,280 986,743,478 112,872,256 27,016,546
地域密着型サービス 65,041 8,914,797,567 7,873,917,981 877,997,510 162,882,076
特定施設入居者生活介護 21,973 4,929,045,164 4,266,833,590 645,525,274 16,686,300
居　宅　介　護　支　援 199,455 2,653,715,063 2,653,715,063 0 21,522,714
施　設　サ　ー　ビ　ス 54,836 19,032,789,659 16,177,133,472 2,693,736,372 161,919,815
市 町 村 特 別 給 付 9 51,960 46,764 5,196 0

合　　　計 868,691 55,058,441,516 48,084,735,418 6,232,326,016 762,902,796

（平成31年4月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 59,757 887,723 33,536,509,890 561,215 30,270 5.39
入院外 1,464,592 2,461,235 22,830,203,420 15,588 20,606 132.19
歯　科 268,377 494,130 3,667,750,190 13,666 3,310 24.22

1,107,922 小　　　計 1,792,726 3,843,088 60,034,463,500 33,488 54,187 161.81
調　　　剤 1,117,393 1,380,821 14,284,901,250 12,784 12,893
訪 問 看 護 5,129 37,800 447,636,410 87,276 404
食事療養費 56,063 2,127,459 1,442,492,950 25,730 1,302
合　　　計 2,915,248 3,880,888 76,209,494,110 26,142 68,786

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 60,028 955,046 35,777,839,150 596,019 32,156 5.40
入院外 1,553,000 2,704,684 24,619,589,910 15,853 22,127 139.58
歯　科 289,557 550,437 4,050,560,200 13,989 3,640 26.02

1,112,646 小　　　計 1,902,585 4,210,167 64,447,989,260 33,874 57,923 171.00
調　　　剤 1,186,952 1,494,647 15,557,195,960 13,107 13,982
訪 問 看 護 5,525 42,784 506,312,040 91,640 455
食事療養費 56,213 2,289,531 1,553,631,025 27,638 1,396
合　　　計 3,095,062 4,252,951 82,065,128,285 26,515 73,757

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率
人 件 日 円 円 円 ％

入　院 58,144 907,104 34,464,662,980 592,747 30,829 5.20
入院外 1,566,019 2,725,091 25,065,708,480 16,006 22,421 140.08
歯　科 285,211 538,789 3,950,512,620 13,851 3,534 25.51

1,117,936 小　　　計 1,909,374 4,170,984 63,480,884,080 33,247 56,784 170.79
調　　　剤 1,205,761 1,540,589 16,547,939,910 13,724 14,802
訪 問 看 護 5,374 41,631 491,718,680 91,500 440
食事療養費 54,594 2,167,530 1,472,184,695 26,966 1,317
合　　　計 3,120,509 4,212,615 81,992,727,365 26,275 73,343

診
療
費

《２月診療分》

《３月診療分》

《４月診療分》



神奈川のこくほ・かいご●国保連日記帳 21

２
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

９
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

15
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

16
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
22
日
）

（
国
保
会
館
）

17
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
広
報
委
員
会

（
国
保
会
館
）

23
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

30
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

７
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

10
日
　
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
に
係
る
実
務
担
当
者
説
明
会

（
神
奈
川
県
総
合
医
療
会
館
）

14
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

（
国
保
会
館
）

20
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

21
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

22
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」総
会
・
研
修
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
横
浜
市
西
地
区
セ
ン
タ
ー
西
公
会
堂
）

4/17 神奈川県在宅保健師会
「いちょうの会」役員会

4/19　広報委員会5/10 国保総合システムに係る
実務担当者説明会
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22
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
横
浜
市
西
地
区
セ
ン
タ
ー
西
公
会
堂
）

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）               

25
日
　
診
療
施
設
部
会
・
研
修
会

（
茅
ヶ
崎
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
）

28
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

４
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

11
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

13
日
　
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会（
国
保
担
当
者
）

（
国
保
会
館
）

14
日
　
介
護
給
付
費
審
査
支
払
業
務
及
び
適
正
化
事
業
保
険
者
研
修
会（

国
保
会
館
）

17
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
）

20
日
　
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会（
後
期
高
齢
者
医
療
担
当
者
）（
国
保
会
館
）

21
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

24
日
　
介
護
保
険
事
務
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

25
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

27
日
　
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会（
介
護
保
険
担
当
者
）

（
国
保
会
館
）

29
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」研
修
会
・
交
流
会

（
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
）

6/14　介護給付費審査支払業務
及び適正化事業保険者研修会

6/13　第三者行為求償事務研修会
（国保担当者）

5/22　神奈川県在宅保健師会
「いちょうの会」総会・研修会

5/22 神奈川県在宅保健師会
「いちょうの会」役員会

5/25　診療施設部会
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４日 運営協議会 神奈川県国保会館　
17日 理事会 神奈川県国保会館
２３日 広報委員会 神奈川県国保会館
２６日 国保・後期高齢者医療徴収マネジメント 波止場会館

トップセミナー（県と共催）　　　　
２９日 通常総会（予定） 神奈川県国保会館

１日 神奈川県都市国保連絡協議会・都市部会 大和市生涯学習センター
６日 特定健診・特定保健指導研修会（県と共催） 波止場会館
７日 町村部会 神奈川県国保会館
２７日 「健康なまちづくり」シンポジウム メルパルクホール　　　
２８日 全国国保主管課長研究協議会 メルパルクホール

２日 組合部会 神奈川県国保会館
２５日 保険料（税）徴収実務初任者研修会（県と共催） 神奈川県国保会館（予定）

7月

8月

9月

梅
雨
の
時
期
も
終
わ
り
に
近
づ

き
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
。
皆
さ
ん

は
夏
の
予
定
は
立
て
ま
し
た
か
。
私

は
毎
年
夏
バ
テ
に
悩
ま
さ
れ
、
夏
を

満
喫
し
き
れ
ず
に
い
ま
す
。
今
年
こ

そ
は
夏
バ
テ
に
な
ら
な
い
た
め
に
予

防
法
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

こ
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど
、
様
々
な

予
防
法
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
・
睡
眠
・
適
度
な
運
動
が

大
事
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
夏
は
、
身
体
を
冷
や
そ
う
と
冷
た

い
飲
み
物
や
食
べ
物
を
沢
山
摂
取
し

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
過
剰
摂
取
は

胃
腸
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
た
め

良
く
な
い
そ
う
で
す
。
私
は
夏
に
食
べ

る
ア
イ
ス
が
大
好
き
で
つ
い
つ
い
沢

山
食
べ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
今
年
は

少
し
我
慢
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有

酸
素
運
動
が
夏
バ
テ
予
防
に
効
果
的

だ
そ
う
で
す
。
暑
い
日
は
、
外
出
や
運

動
が
億
劫
に
な
っ
て
し
ま
い
家
の
中

に
引
き
こ
も
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
少
し
暑
さ
が
和
ら
ぐ
夜
に
軽
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

今
年
は
夏
バ
テ
対
策
を
し
っ
か
り

と
行
い
、
夏
を
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
夏
バ
テ
に
気
を
つ
け
て

楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

伝言板
神奈川県在宅保健師会

『いちょうの会』会員募集
あなたの資格を健康な町づくりに役立てませんか？ 研修会等も充実！気軽にお電話ください！！

●国保連合会保健事業への協力
・特定健診や保健指導に関する支援
・健康まつり等に関する支援
※国保連合会より報酬及び交通費が支給されます

・国保連合会主催の研修会
●会員による自主活動
・研修会及び交流会
・健康劇『いちょう座』（希望者）

年会費：1,000円（自主活動の運営に使用しています）
※詳しくは『いちょうの会』ホームページをご覧ください

お問い合わせ先／ 保健事業課 保健事業係 TEL 045-329-3462（直通） FAX 045-329-3444
E-mail：hoken＠kanagawa-kokuho.or.jp

活 動 内 容

健康劇の様子



初めて足指力測定器を使用しましたが良
好な数値を出すことができました。
今後も神っている数値をキープしたいと
ころですが、焦らずに毎日を過ごしてい
きたいと思います。

本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこな
っております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。
※国保主管課及び保健師主管課のみ対象です。

定

● 体験者の感想 ●

●お申し込み●
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です）
ホームページアドレス　

お問い合わせ先
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通）
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp

今回体験したのは
本会職員のH.Kさん！測

果結

今回ご紹介する機器は

「足指力計測器」

足指力

男性3㎏以下の人
女性2.5㎏以下の人

男性3～5㎏の人
女性2.5～4㎏の人

男性5㎏以上の人
女性4㎏以上の人

評　　価
がんばろうグループ

足指・足裏筋力の低下。偏平
足など足部機能の低下の傾向

いい感じグループ
標準的。下肢機能低下の可
能性あり

上出来グループ
良　好

下肢筋力・足部機能の状態を測定します。
歩行機能低下や転倒予防などに役立ちます。

5.1kg
上出来グループ！
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